
パルス電流殺⾍技術研究会 会則 
 
（名称） 
第 1 条 本会は「パルス電流殺⾍技術研究会」と称する。 
 
（所在地） 
第 2 条 本会を〒860-8555 熊本市中央区⿊髪 2-39-1 国⽴⼤学法⼈熊本⼤学産業ナノマテリアル研究所材料

プロセス部⾨浪平研究室に置くこととする。 
 
（⽬的） 
第 3 条 本会はパルス電流殺⾍技術の有効利⽤に関する調査、研究、開発並びに提⾔を⾏い、おいしくかつ安⼼・安

全な⽣鮮⾷品（⿂介類、畜⾁類、⻘果類）の提供及び⾷品由来寄⽣⾍症の制圧を⽬的とする。 
 
（事業） 
第 4 条 本会は第 3 条の⽬的と達するために、次の事業を⾏う。 

(1) アニサキス殺⾍装置プロトタイプ機及びその開発のための試験機を利⽤した研究開発。 
(2) 殺⾍装置（卓上スケールなどの⼩型装置を含む。）及び殺⾍済商材の普及並びにビジネスモデルの構築・

提⾔。 
(3) アニサキス症など⾷品由来寄⽣⾍症に関する最新情報収集。 
(4) ⼤型のナショナルプロジェクトや各種助成への共同申請による研究開発費の調達。 
(5) 年 2 回のパルス電流殺⾍技術研究会（定例会）の開催。 

 
（会員） 
第 5 条 本会の会員は次の 2 種とする。 

(1) ⼀般会員 ⺠間機関等の法⼈⼜は個⼈ 
(2) 学術会員 学術研究機関等の法⼈⼜は個⼈、並びに学識経験者及び報道関係者など 

 
（⼊会） 
第 6 条 会員として⼊会しようとする者は、⼊会申込書を提出し、総会の承認を得なければならない。 
 
（賛助・協⼒⾦） 
第 7 条 本会は⼀般会員の賛助・協⼒⾦により運営され、賛助・協⼒⾦の⽬安は以下のとおりである。 

(1) 法⼈︓５万円／⼝、個⼈︓１万円／⼝ 
(2) ⼊会時 法⼈︓１⼝以上、個⼈︓１⼝以上 
(3) ⼊会以降毎年度 法⼈︓１⼝以上、個⼈︓１⼝以上 

 
（退会） 
第 8 条 会員は退会届を会⻑に提出して、任意に退会することができる。 
 
（除名・復権） 
第 9 条 会員が次の各号の⼀つに該当する場合には、総会において出席者の過半数の同意にもとづいて除名すること



ができる。この場合において、その会員に対しあらかじめ通知するとともに、議決の前に弁明の機会を与えなければな
らない。 

(1) 本会の規約、規則⼜は総会の議決に違反したとき 
(2) 本会の名誉を傷つけ、⼜は⽬的に反する⾏為をしたとき 
(3) その他除名すべき正当な事由があるとき 

 
（知的財産権） 
第 10 条 会員⼜は会員であった者は、本会において知得したパルス電流殺⾍技術の有効利⽤に関する知識に基づ

き、発明、考案、意匠、ソフトウエア、ノウハウ等（以下「知的財産権」という。）の成果をなしたとき⼜は知的財産権
の出願等を⾏おうとするときは、当該知的財産権の創出に貢献した当事者において協議の上、権利の帰属、取扱
等について定めなければならない。 

 
（役員と選任） 
第 11 条 本会に次の役員を置く。 

(1) 会⻑ 1 名 
(2) 幹事⻑ 1 名 
(3) 幹事 若⼲名 
(4) 監事 1 名 

2 役員の選出は総会の議決によるものとする。 
3 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 
4 会⻑は本会を代表し、会務を総括する。幹事⻑及び幹事は会⻑を補佐し、会務を統括する。監事は本会の会計

を監査する。 
 
（総会） 
第 12 条 本会は年 1 回の総会を開催する。 
2 総会の議⻑は会⻑とする。 
3 総会は会員の 3 分の 2 以上の出席によって成⽴する。 
4 総会は次の事項を出席者の過半数の同意にもとづいて議決する。 

(1) 事業計画及び収⽀予算 
(2) 事業報告及び収⽀決算 
(3) 本会の運営に関する主要事項 

 
（資産の構成） 
第 13 条 本会の資産は次のものをもって構成する。 

(1) 賛助・協⼒⾦ 
(2) 寄附⾦ 
(3) 資産から⽣ずる収⼊ 
(4) その他の収⼊ 

 
（会則の変更） 
第 14 条 この会則は総会において会員の 3 分の 2 以上の同意を得なければ変更することができない。 



 
（会計年度） 
第 15 条 本会の会計年度は毎年 4 ⽉ 1 ⽇から翌年 3 ⽉ 31 ⽇とする。 
 
（解散） 
第 16 条 本会は第 3 条の⽬的を達成すれば解散する。 
2 解散は、会員の 3 分の 2 の以上の同意を得なければならない。 
 
（設⽴年⽉⽇） 
第 17 条 本会の設⽴年⽉⽇は 2022 年 4 ⽉ 1 ⽇とする。 
 
（附則） 
本会則は 2022 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
 
 
この会則の記載内容について、事実と相違ないことを証明します。 
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